
バディコム・配車引継ぎ資料（R6.3.2８改訂・1６クール 西川）
★仮仮置き場（通称カリカリ）・マッチング班・資材班/各V班との連携★
【基本内容】

①送迎運転手・軽トラ・２ｔトラック等運転手の調整・確保
②マッチング班リーダーと連携してマッチング・配車数調整
③迎車・軽トラ・２ｔトラック等運転手の運行計画組み立て
④受付の際、運転者への関係備品・書類手交
⑤バディコムを使い、各Vo班リーダー、運転手との連絡調整及び采配　
ａ）基本的にはイオン派遣者が対応。ただし、イオン派遣者は3/３１まで。

【具体的対応内容】

１．送迎運転手・軽トラ・２ｔトラック等運転手の調整・確保
（１）基本は活動を終えた運転ボランティアに翌日の参加意向を聞き、活動に参加されるようであれば運転ボランティア
従事を要請する。
（２）送迎車・軽トラ・２ｔトラック等運転手の運行計画組み立て

２．マッチング班リーダー取れ寧してマッチング・配車数調整
（１）翌日の活動数に基づいて班リーダーが班分け・活動予定を一覧化するので、それを踏まえて各班の送迎車・軽ト
ラ・2ｔトラック等の必要数をマッチング班リーダーと協議して決める。

３．送迎車・軽トラ・２ｔトラック等運転手の運行計画組み立て
（１）車両マグネットプレートで班・活動をもとに、翌日の送迎車・軽トラ・2ｔトラックをホワイトボードにはめ込む。
（２）車両マグネットプレートに、翌日の運転ボランティア予定者をはめ込む。
★翌日の運転ボランティアに不足が生じるようであれば、翌日の全体オリエンテーション後に、支援活動ボランティアとし
て参加されている方々に運転手のお願いをして立候補いただく。

４．当日の受付対応
（１）活動開始前
　　①当日の運航計画予定を確認し、運転手の不足数及び特定の運転者への助手席者数を再確認し、当日募集対応
に備える。
　　②バディコムを必要数準備する。
　　　　③一般運転ボランティア用受付机に、使用予定車両のカギをボックスに準備する。
　　　　④団体運転ボランティア受付机を準備する。
　　　　★団体ボランティアとして参加する「連合」は、車のカギを1階事務所に預けているので、受取りに行く。
（２）ボランティアの会場誘導
　　①1階で受付を済ませたボランティアが会場に来られたら、以下の仕分けで席を案内する。
　　　　　　ａ）一般活動ボランティア
　　　　　　ｂ）一般運転ボランティア：席を指定せず着座いただく
　　　　　　ｃ）団体運転ボランティア：団体ごとにまとめて着座いただく
　　②着座された運転ボランティアへ、後ほどお声掛けをするのでしばらくお待ちいただくよう伝える。


（３）運転ボランティア受付開始
　　①一般運転ボランティア受付開始
ａ）前日に準備した車両マグネットをもとに、運転ボランティアを個々に受付へ呼ぶ。
　　　　　　ｂ）受付にて、運転いただく車両名・班番号を伝えて下記物品を渡す。
	手交関係備品・書類
	センター所有車両貸出
	自家用車持ち込み
	

	車のカギ
	〇
	×
	

	運転ファイル
	〇
	×
	

	バディコム
	〇
	〇
	

	ゴミ集積場等ＱＲコード
	〇
	〇
	

	班番号・担当シール
	〇
	〇
	

	指定ＳＳ給油無料証明（赤）
	〇
	×
	不足は社協準備

	ゴミ集積場入場許可証（青）
	〇
	〇
	不足は社協準備

	マグネットプレート
	〇
	〇
	


[bookmark: _GoBack]　　　　　　ｃ）バディコムを渡す際に、運転ボランティアの免許証とバディコム№を撮影する（撮影機：バディコム②）
ｄ）運転ボランティアに伝えること
　　　　　　　　　　　・班番号
　　　　　　　　　　　・運転いただく車両
　　　　②団体ボランティア受付
　　　　　　　　ａ）受付開始にあたり、以下の点を伝える。
　　　　　　　　　　　　　・運転者と補助席者の2名1組でグループ分けをお願いする。
　　　　　　　　　　　　　・運転者の名前をお聞きする（→団体ボランティアに運転いただく予定の車両プレートに書き込む）。
　　　　　　　　　　　　　・班番号と、どの型がどの車を運転いただくか（持ち込み車両も含めて）を伝える。
　　　　　　　　　　　　　・運転者には、この後の受付にて免許証をご提示いただき、バディコム№とともに撮影する（撮影機：バディ
コム２）。
ｂ）団体運転者受付開始
　　　　　・運転者のみ、「団体運転ボランティア」用机に集まってもらう。
　　　　　・運転いただく車両のファイルもしくは車両鍵の前に立っていただく。
　　　　　・各自に免許証提示いただき、お渡しするバディコム№とともに撮影する（撮影機：バディコム２）。
　　　　　・上記が終われば、再度着座いただく。
（４）運転ボランティアオリエンテーション開始
　　　①マッチングリーダーの全体オリエンテーションの後、運転ボランティア対象にオリエンテーションを行う。
　　　②伝える内容
ａ）受付での配布備品などの再確認
ｂ）事故安全への留意徹底
ｃ）バディコムを通し、班リーターと綿密に連絡を取り合ってもらうこと
ｄ）運転中のバディコム使用は危険なため、助手席者に連絡やり取りをしてもらうこと
e）燃料メーターが半分以下になったら、給油してください（ただし、持ち込み車両は無し。また、給油ｓｓは指定場
所以外不可）
ｆ）給油した場合は、領収書を必ず提出してもらうこと
ｇ）ゴミ集積場は、ＱＲコードより確認検索いただくこと
ｈ）使用した車両は、元あった場所へ駐車いただくこと（仮に他車両が止まっていた場合は、その近辺）
I）ピンク・青のプレートは、必ず見える場所に置いてもらうこと
ｊ）災ボラのマグネットプレートも、貼り付けておくこと
ｋ）持ち込み車両については、青プレート・マグネットプレートを返却いただくこと
ｌ）オリエンテーションは以上となるので、班別オリエンテーションでお呼びするまで待機いただくこと
　　　　③判別オリエンテーションへ呼ばれたら、呼ばれた班の運転者名をお呼びする。

５．ボランティア活動中の対応（バディカムを使用）
（１）活動中のボランティアからの問合せ対応
　　＜16クールで多かった問合せ例＞
ａ）災害廃棄物として集積場へ持ち込むことができる物かの問合せ
ｂ）依頼事項にない作業や物品搬出の可否
ｃ）集積場（仮仮・仮）の混雑状況や終了時刻
（２）ボランティアの活動状況把握
　　①ボランティアからの主な活動報告
ａ）依頼主宅に到着し、活動を開始すること
ｂ）依頼主宅の活動が終了し、次の依頼主宅に向かう（もしくは本部へ戻る）こと
c)班メンバーが分かれて活動すること（軽トラは集積場へ向かい、活動ボランティアは次の現場に向かう等）
　　　　②ボランティアからの報告をもとにホワイトボードに書き込む・マグネットプレートを移動させるなどし、現況を可視化し
てスタッフが共有できるようにする。
（３）活動している班からのヘルプ要請対応
　　①要請例：想定よりも搬出物品が多くて積み込めず、追加で軽トラを派遣してほしい
　　②対応内容
ａ）活動中の他班への調整
ｂ）本部待機しているボランティアへの調整
（４）全ての活動を終えて帰館したボランティアへの対応
　　①貸与物品の返却確認
ａ）車のカギ（貸与車両運転者のみ）
ｂ）運転ファイル（貸与車両運転者のみ）
ｃ）バディコム（班リーダー・運転手）
ｄ）青プレート・マグネットプレート（持ち込み車両のみ・運転手）
ｅ）領収書（貸与車両・給油した方のみ・運転手）
★活動報告書は、アポイントメンバーへ声掛けして対応いただく
★高速道路通行証明書（該当者のみ）
　　　　②運転ボランティアには明日以降の参加予定を確認し、参加する日の運転ボランティア従事を依頼する。
　　　　　　　　★了解を得られれば、以下の点を確認する
　　　　　　　　　　　　・運転車種希望（2トン・軽トラ・ワンボックス・ミッション可否）
　　　　　　　　　　　　・持ち込み車両有無
★了解いただいた方の名前をホワイトボード裏の2週間予定表に書き込む
③リーダーによる活動報告及び運転手による貸与物品返却が済んだら、班で集まって活動終了確認の上で解散。

6．ボランティア活動終了後の対応
（１）返却物の確認：前項一覧を確認
（２）貸与車両のチェック
　　　①駐車位置
　　　②赤・青プレート、マグネットプレートの有無（なければ設置する）
　　　③走行距離確認
　　　④燃料残量確認
（３）班リーダーの翌日マッチング予定表をもとに、配車マグネットを使って翌日の配車計画を作成


　　　①班数
　　　②必要車種
　　　③必要台数
　　　④運転者名はめ込み（運転手をはめ込めない場合は「当日」と記して、翌日の朝に活動ボランティアより募る）
　　　⑤各般の廃車台数総数から、運転手を除く活動ボランティア乗車可能総数を割り出し、ホワイトボードに書き込む
　　　⑥翌日に使用する軽トラなどに荷物が残っている場合、「荷有」と記し、翌日の活動前の荷物処理について検討する

７．翌日の準備
（１）班番号シール
（２）「送迎」「軽トラ」リール
（３）運転ファイル
（４）集積場案内ＱＲコード（運転ファイルにはさむ）
（５）ボールペン（運転ファイルにはさむ）
（６）運転手一覧表（ホワイトボードの紙版）
（７）バディコム貸与者一覧表
　　（８）バディコム充電（充電器が借りられているので、充電完了した機器からはずして箱上に番号順に並べる）
　　（９）参加予定の運転ボランティアの席に配席用紙を作成・貼付け
　　　　　①個人：班・役割（送迎／軽トラ／2トン）・名前（カタカナを姓のみ）
　　　　　②団体：団体名→参加予定人数分

1日が終了　お疲れさまです！


























以下、第15クールからの引継ぎです。内容重複する部分もありますが、上述に記載していない点が記されている事もあるので、参考までにご提示します。


＜配車について＞（台数：軽トラ⑫、2トン④、軽トラ（ＭＴ）③、普通⑨）
○車関係のボランティアの内容
・送　迎：Vo班に同行し、ボランティアを活動場所まで送迎しつつ、現地で一緒に作業する。
　　　　　　　（今後、ピストン送迎の送迎専任も検討）
・軽トラ：①Vo班に同行し、班で出た廃棄物を仮仮置場に運ぶ
　　　　　　②仮仮置場から仮置場へ運ぶ
・２トン：軽トラに同じ。２トンの運転できる人が限られる。
・Ｍ　Ｔ：ダンプ仕様。

○配車調整
・1週間分の運転Ｖｏの情報がホワイトボード裏に書いてあるため、前の日にマッチング班全体で過不足を確認する。
不足している場合、当日のＶｏの中から運転可能なＶｏを募集する。

＜朝の準備＞（オリエンテーション班へ依頼）９：００まで
①バディコム（通信機器）をすべて起動する。
②MAP画面を確認し、七尾市全体が入るように設定。※MAPの青枠に入っている範囲のみ送受信可能。
　　※PCのバディコム操作
③近畿ブロックのスタッフにバディコムを渡し、バディコム管理様式に名前、配車のホワイトボードに名前と番号を記入し、誰がどのバディコムを使用しているかすぐにわかるようにする。
④当日の運転Ｖｏの過不足をマッチング班で確認し、どの運転Ｖｏを当日募集するか確認。
⑤仮仮担当者に仮仮のＶｏ数、運転Ｖｏの数を伝達する。



～ボランティア到着から送り出しまで（県バス利用のボランティア対応手順）～
①８時５０分の段階で運転ボラの席に空きがあれば運転ボラ追加募集（当日あいさつ後）
→見つからなければマッチング全体の修正が必要。ただし、普段ハイエースなど乗りなれているかの確認は丁寧に。
　※軽トラ（MT）→２トン車（AT）→軽トラ（AT）の順
②席が埋まり次第、イオンさんが免許証コピー、名簿記入のお願い、　バディコム渡し、車鍵渡し及びホワイトボードへ記入※イオンさん対応　→写メのデータ保存は送り出し後にバディコム対応。
③運転ボランティアのへオリエンテーション（運転ボランティアへ伝えること）
　㋐ 当日ボランティア登録したか。していなければQRコードを読み込んでもらう
㋑ 各Vo班の運転ボラは仮仮置き場へ、仮仮置き場の運転ボラは仮置き場へ廃棄物を運搬する
　㋒ 運転ボラも状況によっては積み込みなどの作業をお願いする
　㋓ バディコムでの送話方法を説明（アプリ立ち上げから使用方法）
㋔ 出発時、到着時、移動時間、仮置き場の待ち時間、疑問などの連絡をお願いする
㋕　ガソリンは２分の１以下になったら給油を！出発・帰着前に要確認
　㋖ 判断に迷う場合や疑問点などは遠慮なく話していただく
③説明が終わり、各運転ボラに鍵が渡っていればマッチング班リーダーに伝える。
④個別オリ担当から運転ボラ（同Vo班）の呼び出しがあれば案内する
　　※カリカリ運搬担当もカリカリVo班へ
～送り出し後（県バス利用のボランティア対応手順）～
①全班出発後、個別オリ担当に各班リーダーとバディコム番号を確認し、ホワイトボードに記入する
　　※可能であれば全班出発後に各運転ボラやリーダーと交信テストする
②受信したら対応する（基本の対応はイオンさん対応）
・本部への発信には必ず応答
・確認や検討が必要なケースは待っていただく
　 ・必要に応じてニーズ表やマッチ担当、他担当と協議・連携
　 ・複数の状況が同時に起きることがあるため、取りこぼし注意 （受信内容をメモに書くなどする）
　 ・本部以外でのやりとりで不通やイレギュラーがあれば対応
　　※災害廃棄物を引き取っていいかの確認が多い。対応の原則は事前にニーズ班が確認している内容以外は不可。ただし、災害廃棄物と認められるもの、ひとりで運搬できる範囲の物については引き取り可能。
③仮置き場の待ち時間や道路状況の情報があれば復唱して全体に伝える
④１１：３０頃を目途に昼休憩を取っていただく旨発信する（各班内のリーダーや運転ボラで相談しながら取っていただく）
⑤午後からは１５時３０分の全ボランティアのセンター帰所と仮置き場待ち時間、閉所時間、移動時間を考慮しながら各Vo班リーダーや運転Voとやりとりする
⑥センター帰所となった班には、帰所後の報告終了後に状況をみて資材班に確認後、資材班の指示に従う
～１５時３０分以降～
1 ボランティアが戻れたら、イオンさんにバディコムと鍵を回収していただく
※バディコムと鍵は一括してイオンさんが受け取り
2 翌日の準備（イオンさんと一緒に）　※マッチング班リーダーと連携して、班組みをする
　㋐イオンさんに各車両の燃料や積載物の確認をお願いする
　㋑マッチ担当に翌日の班数と作業地区、内容を確認
　㋒仮仮置き場担当に必要人数を確認
　㋓ホワイトボードの運転ボラ欄を確認
　　（運転ボラは条件が記載されていない限り軽トラ担当）
　㋔ホワイトボードに班番号と地区、IDを記入し、車両配置を行う
　㋕配車が決まれば運転ボラの椅子を揃え、貼紙する（イオンさん対応）
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